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一 緒 に 開 け よ う！ ま ち の 未 来 へ つ づ く 鹿嶋市議会だより

声
で

の
い
ま

届
け
る
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地域密着の情報から
防災情報、音楽やス
ポーツなど、幅広く
配信しているよ

「
明
る
い
職
場
」だ
か
ら　

元
気
を
届
け
ら
れ
る

議
員
（
以
下
議
）
職
場
の
雰
囲
気
が

と
て
も
明
る
い
で
す
ね
。

　

ラ
ジ
オ
は
、
情
報
を
地
域
の
皆
様

へ『
声
』で
届
け
ま
す
が
、声
に
は
パ
ー

ソ
ナ
リ
テ
ィ
の
心
情
が
反
映
さ
れ
て

し
ま
う
の
で
、
職
場
が
明
る
く
な
け

れ
ば
、
リ
ス
ナ
ー
へ
元
気
を
届
け
ら

れ
ま
せ
ん
。パ

ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
に
は　

子
育
て
マ
マ
も

議
女
性
社
員
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し

て
い
る
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

女
性
が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
で

す
。子
育
て
マ
マ
も
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ

を
し
て
い
ま
す
が
、
学
校
行
事
の
参

加
や
育
児
で
の
突
発
的
な
こ
と
に
も

全
て
の
社
員
が
理
解
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
隔
て
な
く
、
一
人
ひ
と

り
の
意
見
が
通
り
や
す
く
、
そ
れ
ぞ

れ
が
使
命
感
と
責
任
感
と
夢
を
持
っ

て
働
い
て
い
ま
す
。

８
回
の
研
修
後
デ
ビ
ュ
ー

議
皆
さ
ん
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て

入
社
さ
れ
、
今
は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職

も
あ
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
パ
ー
ソ

ナ
リ
テ
ィ
は
ど
の
よ
う
に
募
集
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

地
域
密
着
の
放
送
局
で
す
の
で
、

ラ
ジ
オ
番
組
中
に
募
集
を
呼
び
か
け

ま
す
。
１
年
間
で
２
～
５
名
程
度
の

方
か
ら
連
絡
が
あ
り
ま
す
が
、
８
回

の
研
修
後
に
デ
ビ
ュ
ー
し
ま
す
。
話

す
こ
と
だ
け
で
な
く
、
機
械
操
作
も

各
自
で
行
う
必
要
が
あ
る
の
で
、
研

修
中
に
適
性
を
判
断
し
ま
す
。
特

に
年
齢
制
限
は
設
け
て
お
り
ま
せ
ん

が
、
20
歳
～
50
歳
の
方
が
多
い
で
す
。

映
像
配
信
や
Ａ
Ｉ
な
ど　

新
た
な
取
り
組
み
も

議
新
た
に
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

　

放
送
エ
リ
ア
も
鹿
行
全
域
に
拡
大

さ
れ
、
鹿
嶋
市
以
外
の
自
治
体
の
情

報
も
発
信
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ

ジ
オ
放
送
だ
け
で
な
く
、
映
像
の
配

信
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
新
し
い

メ
デ
ィ
ア
の
形
で
発
信
で
き
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
災
害
時
で
の
放

送
で
も
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
、
24
時
間
、

発
災
時
に
速
や
か
に
放
送
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

エ
フ
エ
ム
か
し
ま
×
市
議
会

　

鹿
嶋
市
議
会
で
も
一
般
質
問
の
ラ
イ
ブ
放
送
を
行
い
、

『
市
議
会
の
い
ま
』
を
届
け
て
い
た
だ
い
て
い
る
エ
フ
エ
ム

か
し
ま
。
毎
日
の
た
め
に
な
る
情
報
か
ら
災
害
時
の
命
を

守
る
た
め
の
情
報
ま
で
幅
広
く
『
ま
ち
の
い
ま
』
を
配
信

し
て
い
る
女
性
社
員
の
皆
様
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

ま
・ ・ ・ ・ ・

ちのいまを声に 乗せて元気を届ける

特
集



2022 年 2 月 1 日
鹿嶋市議会だより3

命
を
守
る
た
め
の
情
報

を
受
け
取
る
環
境
整
備

を

議
鹿
嶋
市
に
望
む
こ
と
は
あ
り
ま

す
か
？

　

情
報
を
受
け
取
る
側
の
環
境
を

整
備
し
て
ほ
し
い
で
す
。
災
害
時
に

放
送
す
る
体
制
は
、
行
政
か
ら
の
サ

ポ
ー
ト
も
い
た
だ
き
な
が
ら
私
た
ち

も
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

で
す
が
、
市
民
の
皆
様
が
情
報
を
受

け
取
る
環
境
が
な
け
れ
ば
、
命
を
守

る
た
め
の
情
報
を
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
。
災
害
ラ
ジ
オ
の
全
戸

配
布
な
ど
環
境
整
備
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。

ま
・ ・ ・ ・ ・

ちのいまを声に 乗せて元気を届ける

　鹿行地域の行政情報や街の話題を発信。地域を一緒
に盛り上げてくれる明るい仲間を募集しています。
　経験がなくても大丈夫！あなたもパーソナリティに
挑戦してみませんか？

　エフエムかしま市民放送株式会社
　 0299-84-7777
　（「パーソナリティ希望」とお伝えください）

連絡先

『エフエムかしま愛』が集う場所です。
100 年先もエフエムかしまが在り続け
られるよう、次世代につなげていきたい
  です。

パーソナリティ
募集中！

番組へのメッセージ
やリクエスト曲も募
集しています。

Email：fmk@767fm.com

ホームページはこちら
http://www.767fm.com/
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案　23件

議 案 第 6 7 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第８号）

歳入歳出それぞれ24億1,758万２千円を追加し、総額274
億7,697万７千円とするもの。歳入の主なものとしては、
震災復興特別交付税による地方交付税の増11億4,167万
円、障害者自立支援給付費負担金及び学校施設環境改善
交付金の増などによる国庫支出金の増５億1,605万１千
円、財政調整基金繰入金の増などによる繰入金の増4,573
万２千円、義務教育債の増などによる市債の増５億6,210
万円など。歳出の主なものとしては、自立支援給付事業の
増１億8,719万円、鹿島地方事務組合負担金による一般廃
棄物広域処理事業の増９億2,229万４千円、中学校大規模
改造事業の増10億7,260万５千円、学校給食センター経費
の増5,302万円などを計上。

原案可決

議 案 第 6 8 号 令和３年度鹿嶋市後期高齢者医療特
別会計補正予算（第１号）

歳入歳出それぞれ411万６千円を減額し、総額８億1,320
万９千円とするもの。歳入としては、繰入金411万６千円
を減額。歳出としては、後期高齢者医療広域連合納付金
411万６千円を減額。

原案可決

議 案 第 6 9 号 令和３年度鹿嶋市介護保険特別会計
補正予算（第２号）

歳入歳出それぞれ1億894万１千円を追加し、総額47億
3,336万４千円とするもの。歳入としては、国庫支出金3,197
万４千円、支払基金交付金3,996万３千円、県支出金1,850
万１千円、繰入金1,850万３千円。歳出としては、保険
給付費１億4,931万５千円を計上し、地域支援事業費129
万８千円、積立金3,907万６千円を減額。

原案可決

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

市長から提出された議案及び報告　２件

議 案 第 6 6 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第７号）

歳入歳出それぞれ２億4,175万６千円を追加し、総額250
億5,939万５千円とするもの。歳入としては、新型コロナ
ウイルスワクチン接種対策費などによる国庫支出金の増
２億3,632万１千円、財政調整基金繰入金による繰入金の
増543万５千円。歳出としては、個別接種委託料などによ
る新型コロナウイルスワクチン接種経費２億4,175万６千
円を計上。

原案可決

報 告 第 ７ 号 専決処分について（令和３年度鹿嶋
市一般会計補正予算（第６号））

歳入歳出それぞれ6,225万円を追加し、総額248億1,763
万９千円とする補正予算について、令和３年10月５日に
専決処分を行ったため、議会の承認を求めるもの。

原案承認

11 月
臨時会

新型コロナウイルスワクチンの
３回目接種に係る補正予算案が可決
11月８日、令和３年第２回臨時会が開催されました。
市長から提出された２件の議案を審議しました。議決結果は次のとおりです。

討論は
 ７ページ

審査は    
 ８ページ

鹿島アントラーズＦＣがスポーツセンター
など４施設の指定管理者に
11月30日～ 12月16日の17日間、令和３年第４回定例会が開催されました。
市長から提出された23件の議案や議会へ提出された１件の陳情、議員から提出された１件の意見
書、委員会から提出されたそれぞれ１件の意見書と議案を審議しました。議決結果は次のとおり
です。

12 月
定例会

議
案
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議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 7 0 号 令和３年度鹿嶋市下水道事業会計補
正予算（第２号）

収益的収支については、既定の支出予算総額に、営業費
用849万９千円を追加し、総額14億3,788万９千円とす
るもの。資本的収支については、既定の収入予算総額に、
負担金及び分担金579万５千円を追加し、総額５億5,875
万５千円とするもの。

原案可決

議 案 第 7 1 号
鹿嶋市行政手続等における情報通信
の技術の利用に関する条例の一部を
改正する条例

今回の改正は、情報通信技術の活用により、行政手続等
の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図
るため、条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 7 2 号
鹿嶋市新築住宅に対する固定資産税
の減免に関する条例の一部を改正す
る条例

今回の改正は、固定資産税の減免の対象となる新築住宅
に係る要件の見直し等を行うため、条例の一部を改正す
るもの。

原案可決

議 案 第 7 3 号 鹿嶋市印鑑条例の一部を改正する条
例

今回の改正は、市民サービスの向上及び個人番号カード
の利活用の促進を図る観点から、窓口における印鑑登録
証明書の交付の申請の方法として、個人番号カードを使用
して統合端末に暗証番号を入力する方法を追加するため、
条例の一部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 7 4 号 鹿嶋市国民健康保険条例の一部を改
正する条例

今回の改正は、産科医療補償制度の掛金の引下げに伴う
出産育児一時金の引上げ等を行うため、条例の一部を改
正するもの。

原案可決

議 案 第 7 5 号

鹿嶋市と茨城県信用保証協会との損
失補償金寄託契約に基づく回収納付
金を受け取る権利の放棄に関する条
例の一部を改正する条例

今回の改正は、産業競争力強化法の改正に伴い、引用す
る規定に条項ずれが生じたため、条例の一部を改正する
もの。

原案可決

議 案 第 7 6 号
鹿嶋市市街化調整区域における開発
行為の許可等の基準に関する条例の
一部を改正する条例

今回の改正は、都市計画法の改正に伴い、災害が発生す
るおそれの高い区域での開発を抑制するため、条例の一
部を改正するもの。

原案可決

議 案 第 7 7 号

鹿嶋市固定資産評価審査委員会委員
の選任について

鹿嶋市固定資産評価審査委員会委員の選任に当たり、地
方税法第423条第３項の規定により、議会の同意を求める
もの。任期は、令和３年12月26日から３年間。
議案第77号：佐藤　真彦　氏（再任）
議案第78号：小野　健夫　氏（再任）
議案第79号：山名　一夫　氏（再任）

原案同意

議 案 第 7 8 号 原案同意

議 案 第 7 9 号 原案同意

議 案 第 8 0 号 鹿島地方事務組合規約の変更につい
て

鹿島地方事務組合の共同処理する事務に可燃性一般廃棄
物処理施設の管理・運営等に関する事務を加えるための
規約の変更について、地方自治法第290条の規定により、
議会の議決を求めるもの。

原案可決

議 案 第 8 1 号 債権の放棄について
鹿嶋市が有する第三者行為による鹿嶋市国民健康保険給
付費に係る損害賠償請求権について、債権の回収が極め
て困難なため、権利の放棄をするもの。

原案可決

議 案 第 8 2 号 大野北いきいきふれあいプラザの指
定管理者の指定について

大野北いきいきふれあいプラザの指定管理者として、社会
福祉法人慈眼福祉会を指定するもの。 原案可決

議 案 第 8 3 号 鹿嶋市営鹿島神宮駅西駐車場の指定
管理者の指定について

鹿嶋市営鹿島神宮駅西駐車場の指定管理者として、公益
社団法人鹿嶋市シルバー人材センターを指定するもの。 原案可決

議 案 第 8 4 号 高松緑地（公園部分）の指定管理者
の指定について

高松緑地（公園部分）の指定管理者として、特定非営利
活動法人かしまスポーツクラブを指定するもの。 原案可決

議 案 第 8 5 号 卜伝の郷運動公園（公園部分）の指
定管理者の指定について

卜伝の郷運動公園（公園部分）の指定管理者として、株
式会社鹿島アントラーズ・エフ・シーを指定するもの。 原案可決

議 案 第 8 6 号 鹿嶋市立カシマスポーツセンター外
３施設の指定管理者の指定について

鹿嶋市立カシマスポーツセンター、卜伝の郷運動公園多目
的球技場、鹿嶋市立大野第一球場及び鹿嶋市立はまなす
公園球場の指定管理者として、株式会社鹿島アントラーズ・
エフ・シーを指定するもの。

原案可決

審査は  
 ８ページ

審査は  
 ９ページ

審査は  
 ９ページ

審査は  
 ８ページ

審査は  
 ９ページ

審査は  
 ９ページ
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補
正
予
算
案
で

　
　
　

反
対
討
論
が

議案番号 議　　　案　　　名 概　　　　　要 結　果

議 案 第 8 7 号
鹿嶋市まちづくり市民センター体育
館及び庭球場外４施設の指定管理者
の指定について

鹿嶋市まちづくり市民センター（体育館・庭球場）、高松
緑地（プール）、高松緑地（多目的球技場・野球場・庭球場・
クラブハウス）、鹿嶋市立北海浜多目的球技場及び鹿嶋市
立高松球場の指定管理者として、特定非営利活動法人か
しまスポーツクラブを指定するもの。

原案可決

議 案 第 8 8 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第９号）

歳入歳出それぞれ５億964 万１千円を追加し、総額279 億
8,661万８千円とするもの。歳入としては、子育て世帯へ
の臨時特別給付金事業補助金による国庫支出金の増５億
964万１千円。歳出としては、子育て世帯への臨時特別給
付金給付事業５億964万１千円を計上。

原案可決

議 案 第 8 9 号 令和３年度鹿嶋市一般会計補正予算
（第10号）

歳入歳出それぞれ５億709万１千円を追加し、総額284億
9,370万９千円とするもの。歳入としては、子育て世帯へ
の臨時特別給付金事業補助金による国庫支出金の増５億
709万１千円。歳出としては、子育て世帯への臨時特別給
付金給付事業５億709万１千円を計上。

原案可決

議会へ提出された陳情　１件

令 和 ３ 年
陳 情 第 ３ 号

超高齢社会にチャレンジするシル
バー人材センターの決意と支援の要
望

令和４年度のシルバー人材センター事業の推進のために
必要なセンターに対する国の補助金と同額以上の補助金
の確保、さらには、センターに対する公共からの事業発注
の確保について、強く要望するもの。また、令和５年10
月に導入予定の消費税における「適格請求書等保存方式

（インボイス制度）」について、シルバー人材センター事業
に及ぼす影響が極めて大きいことから、安定的な事業運
営が可能となる措置を要望するもの。

採　　択

議員から提出された意見書　１件

意見書第４号
18歳以下への10万円給付は、現金
で年内に一括支給が可能になること
を求める意見書

今般国会で審議されている18歳以下の子どもに年内に支
給される５万円と、来年３月を目途に支給されるクーポン
券５万円分については、自治体の裁量で年内に現金で10
万円を支給することを可能とするよう求め、地方自治法第
99条の規定に基づき意見書を提出しようとするもの。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務
大臣】　　　　　　　　　　　　　

提出者：川井宏子議員

原案可決

委員会から提出された意見書と議案　２件

意見書第５号
原油価格高騰に苦しむ事業者へ、工
事請負契約書第25条第５項の運用に
ついて配慮を求める意見書

工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）では、
特別な要因により工期内に工事材料の価格に著しい変動
が生じた場合、発注者又は受注者は、請負代金額の変更
を請求することができるとされている。よって、国及び県
に対し、原油価格の高騰による事業者の不安が払拭され
るよう、工事請負契約書第25条第５項の運用について発
注者側が配慮するよう対策を講じることを強く要望し、地
方自治法第99条の規定に基づき意見書を提出しようとす
るもの。

【提出先：衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土
交通大臣、茨城県知事】　　　　　　

提出：総務生活委員会

原案可決

第 ６ 号 議 案
原油価格高騰に苦しむ事業者へ、工
事請負契約書第25条第５項の運用に
ついて配慮を求める決議

工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）では、
特別な要因により工期内に工事材料の価格に著しい変動
が生じた場合、発注者又は受注者は、請負代金額の変更
を請求することができるとされている。よって、市におい
ては、原油価格の高騰による事業者の不安が払拭される
よう、工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）
の運用について、コロナ禍であることを踏まえ、十分な配
慮をすること、また、工事以外の契約においても、可能な
限り発注者側が工事に準じた運用を行い、同様に十分な
配慮をするよう強く求めるもの。　

提出：総務生活委員会

原案可決

全文は    
 22ページ

全文は    
 23ページ

議
案
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■
議
案
第
67
号　

令
和
３
年
度
鹿
嶋

市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
24
億
１
７
５

８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
総
額
２
７

４
億
７
６
９
７
万
７
千
円
と
す
る
も

の
。

　

歳
入
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
震

災
復
興
特
別
交
付
税
に
よ
る
地
方
交

付
税
の
増
11
億
４
１
６
７
万
円
、
障

害
者
自
立
支
援
給
付
費
負
担
金
及
び

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金
の
増
な

ど
に
よ
る
国
庫
支
出
金
の
増
５
億
１

６
０
５
万
１
千
円
、
財
政
調
整
基
金

繰
入
金
の
増
な
ど
４
５
７
３
万
２
千

円
、
義
務
教
育
債
の
増
な
ど
５
億
６

２
１
０
万
円
な
ど
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
自

立
支
援
給
付
事
業
の
増
１
億
８
７
１

９
万
円
、
鹿
島
地
方
事
務
組
合
負

担
金
に
よ
る
一
般
廃
棄
物
広
域
処
理

事
業
の
増
９
億
２
２
２
９
万
４
千
円
、

中
学
校
大
規
模
改
造
事
業
の
増
10
億

７
２
６
０
万
５
千
円
、
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
経
費
の
増
５
３
０
２
万
円
な

ど
を
計
上
。

反対

佐
藤
信
成 

議
員

　

反
対
の
理
由
は
、
ま
ち
づ
く
り
会

社
へ
の
出
資
金
１
０
０
０
万
円
が
含

ま
れ
て
い
る
た
め
。
今
回
の
出
資
を

契
機
に
さ
ら
な
る
支
援
を
求
め
て
く

る
と
感
じ
て
い
る
。

　

今
後
数
千
万
円
か
ら
数
億
円
単
位

の
事
業
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
多
額

の
借
入
金
が
な
け
れ
ば
着
手
で
き
な

い
事
業
が
多
々
含
ま
れ
て
い
る
。
事

業
に
失
敗
し
た
と
き
の
市
の
財
政
的

な
負
担
が
強
い
ら
れ
る
可
能
性
が
ゼ

ロ
で
は
な
い
事
業
は
、
責
任
の
所
在

が
曖
昧
な
こ
の
会
社
が
や
る
べ
き
で

は
な
い
。

　

ま
た
、
会
社
の
財
務
状
況
も
不
透

明
で
あ
り
、
市
民
の
税
金
を
無
駄
に

し
て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
い
る
の

で
あ
れ
ば
、
金
融
機
関
に
提
出
す
る

も
の
と
同
程
度
の
事
業
計
画
書
、
資

金
繰
り
計
画
書
、
担
保
の
提
示
な
ど

を
し
て
い
た
だ
け
な
け
れ
ば
議
決
す

る
と
い
う
判
断
に
は
至
ら
な
い
。

　

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
仕
事
を
し
た

い
の
で
あ
れ
ば
、
市
の
税
金
を
頼
る

こ
と
な
く
会
社
の
信
用
力
で
資
金
調

達
を
図
っ
て
ほ
し
い
。
市
の
税
金
を

当
て
に
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
行
政
や

観
光
協
会
に
は
で
き
な
い
隙
間
を
埋

め
る
仕
事
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
。

討論討論
補
正
予
算
案
で

　
　
　

反
対
討
論
が

議事録が完成され次第、鹿嶋市議会ホームページ
の会議録検索システムで検索することができます。

議員賛否一覧表

賛否が分かれた議案と
議員（会派）の賛否結果

未来かしま 公明
かしま

日本
共産党 幹　会 無会派

無
所
属

飯
塚
俊
雄

内
田
政
文

根

崎　

彰

池
田
芳
範

坂
本
仙
一

小
池
み
よ
子

栗
林
京
子

小
松
﨑
敏
紀

笹
沼
康
弘

山
口
哲
秀

樋
口
富
士
男

立
原
弘
一

川
井
宏
子

宇
田
一
男

菅

谷

毅

舛
井
明
宏

河

津

亨

佐
藤
信
成

田

口　

茂

議案第67号 令和３年度鹿嶋市一般会計
補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○

賛成＝〇、反対＝×、棄権＝△、欠席＝－　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※篠塚洋三議長は、採決に加わりません。

討
論
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

意
見
投
資
を
す
る
の
で
あ
れ
ば
、

市
が
発
言
権
や
監
査
権
を

持
っ
て
や
っ
て
い
く
べ
き
。

【
反
対
討
論
】

・
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
事
業
が
当

初
の
位
置
づ
け
か
ら
離
れ
て
お
り
、

立
ち
止
ま
っ
て
検
証
す
べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

・
事
業
計
画
の
内
容
に
不
安
を
感

じ
る
が
、
市
が
監
督
指
導
を
し
な

が
ら
共
に
進
ん
で
も
ら
い
た
い
。

　

採
決
の
結
果
、
議
案
第
67
号

に
つ
い
て
は
賛
成
多
数
で
、
そ
の

他
の
議
案
に
つ
い
て
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
12
月
９
日
に
開
催
し
た
予
算
決

算
常
任
委
員
会
で
は
、
補
正
予
算

４
件
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
67
号　

令
和
３
年
度
鹿

嶋
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
８

号
）問

ま
ち
づ
く
り
会
社
の
増
資

に
対
し
、
市
と
し
て
今
後

の
見
通
し
を
ど
う
考
え
、
１
０
０

０
万
円
の
出
資
を
判
断
し
た
の
か
。

答
令
和
２
年
度
を
も
っ
て
市

の
運
営
補
助
金
が
な
く

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
金
融
機
関
か

ら
の
借
入
に
よ
る
金
利
負
担
を
減

ら
す
な
ど
、
経
営
安
定
に
つ
な
げ

る
た
め
に
増
資
の
決
定
を
し
た
。

市
と
し
て
は
、
地
域
の
民
間
活
力

を
活
か
し
た
会
社
運
営
に
切
り
替

え
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い

る
が
、
こ
れ
ま
で
３
年
間
補
助
し

て
き
た
１
０
０
０
万
円
相
当
を
、

今
後
の
安
定
経
営
の
た
め
に
支
援

す
る
と
い
う
判
断
を
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
会
社
へ
の
出
資
に
つ
い

て
議
論

予 算 決 算 常 任 委 員 会

　
総
務
生
活
委
員
会
で
は
、
３
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
72
号　

鹿
嶋
市
新
築
住

宅
に
対
す
る
固
定
資
産
税
の
減
免

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

問
年
齢
制
限
（
45
歳
未
満
）

の
撤
廃
ま
た
は
緩
和
の
検

討
は
。

答
し
て
い
な
い
。
年
齢
制
限

内
の
方
に
申
請
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

問
一
般
住
宅
に
係
る
減
免
期

間
見
直
し
（
５
年
↓
３
年
）

の
根
拠
は
。

答
国
の
基
準
に
合
わ
せ
改
正

す
る
も
の
。

意
見
一
般
住
宅
が
申
請
の
６
割

で
あ
り
、
制
度
を
拡
充
す

べ
き
。

【
賛
成
討
論
】

・
対
象
要
件
で
あ
る
年
齢
制
限
を

撤
廃
す
る
こ
と
を
求
め
る
。

市
独
自
の
新
築
住
宅
に
対
す
る
固
定
資
産

税
減
免
に
関
す
る
改
正
条
例
な
ど
を
審
査

■
議
案
第
80
号　

鹿
島
地
方
事
務

組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

問
ご
み
の
減
量
化
に
よ
る
新

施
設
へ
の
影
響
と
対
策
は
。

答
施
設
運
営
に
影
響
が
出
な

い
よ
う
対
策
す
る
。

意
見
再
資
源
化
セ
ン
タ
ー
職
員

の
処
遇
等
に
関
す
る
協
議

を
進
め
、
周
知
を
図
る
こ
と
。

【
賛
成
討
論
】

・
地
球
温
暖
化
が
進
む
中
、
ご
み

の
減
量
化
対
策
は
緊
急
の
課
題
で

あ
る
た
め
、
大
局
的
に
対
策
を
講

じ
る
こ
と
を
求
め
る
。

・
管
理
者
に
つ
い
て
は
、
関
係
機

関
と
改
め
て
協
議
・
検
討
す
べ
き
。

・
負
担
金
に
影
響
す
る
廃
棄
物
搬

入
量
を
減
少
さ
せ
つ
つ
、
将
来
的

な
ご
み
処
理
方
法
を
模
索
し
て
い

く
こ
と
を
求
め
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

総 務 生 活 委 員 会
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● 

委
員
会
の
活
動 

●
＊
委
員
会
と
は
、
議
案
を
さ
ら
に
詳
細
に
審
査
す
る
機
関
で
、
鹿
嶋
市
議
会
に
は
４
つ
の
常
任
委
員
会
が
あ
り
ま
す
。
委
員
会
で
の
採
決
の
結
果
は
、

　

本
会
議
で
報
告
さ
れ
、
報
告
後
に
行
わ
れ
る
採
決
で
議
会
の
意
思
（
可
決
や
否
決
）
が
決
定
し
ま
す
。

■
議
案
第
73
号　

鹿
嶋
市
印
鑑
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
問
市
民
カ
ー
ド
と
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
一
本
化
の

考
え
は
あ
る
の
か
。

答
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
は

即
日
交
付
が
で
き
ず
、
ま

た
有
効
期
限
も
あ
る
た
め
、
市
民

カ
ー
ド
と
の
一
本
化
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
。

問
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

普
及
率
は
。

答
11
月
末
日
現
在
、
本
市
の

普
及
率
は
41
％
。
県
内
で

は
８
位
と
な
っ
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
審
査
し
た
議

案
及
び
陳
情
は
全
て
全
員
賛
成
で
、

原
案
の
と
お
り
可
決
・
採
択
す
べ

き
で
あ
る
と
決
定
し
ま
し
た
。

　
文
教
厚
生
委
員
会
で
は
、
議
案

６
件
、
陳
情
１
件
を
審
査
し
ま
し

た
。主

な
質
疑

■
議
案
第
86
号　

鹿
嶋
市
立
カ
シ

マ
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
外
３
施
設

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　
問
こ
れ
ま
で
指
定
を
し
て
い

た
鹿
嶋
市
体
育
協
会
の
位

置
づ
け
、
ま
た
体
育
協
会
が
担
っ

て
き
た
ス
ポ
ー
ツ
振
興
等
の
役
割

は
ど
う
な
る
の
か
。

答
体
育
協
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ

団
体
と
し
て
行
う
「
事
業

部
門
」
と
施
設
管
理
者
と
し
て
行

う
「
管
理
部
門
」
に
分
か
れ
て
運

営
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
回
の
指

定
で
「
管
理
部
門
」
を
鹿
島
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
が
行
う
こ
と
に
な
る
。

「
事
業
部
門
」
は
引
き
続
き
体
育

協
会
が
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
を

図
っ
て
い
く
。

指
定
管
理
者（
公
の
施
設
の
管
理
を
行
う
も

の
）の
指
定
に
関
す
る
議
案
な
ど
を
審
査

　
都
市
経
済
委
員
会
で
は
、
５
件

の
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
質
疑

■
議
案
第
76
号 

鹿
嶋
市
市
街
化

調
整
区
域
に
お
け
る
開
発
行
為
の

許
可
等
の
基
準
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

問
除
外
対
象
区
域
の
家
屋
数

は
。

答
大
船
津
・
宮
中
地
区
で
約

63
宅
地
、
須
賀
・
宮
中
地

区
で
２
宅
地
、
居
合
・
奈
良
毛
地

区
で
約
26
宅
地
、
額
賀
地
区
で
約

12
宅
地
。

問
50
戸
以
上
の
連
た
ん
は
適

用
に
な
る
の
か
。

答
今
回
除
外
を
さ
れ
る
と
区

域
指
定
の
エ
リ
ア
か
ら
一

般
的
な
市
街
化
調
整
区
域
と
な
る
。

50
戸
連
た
ん
（
既
存
集
落
）
要
件

は
適
用
と
な
る
。

問
浸
水
想
定
区
域
内
で
盛
土

な
ど
を
し
て
、
地
形
を
変

更
し
た
場
合
は
。

市
街
化
調
整
区
域
の
開
発
行
為
許
可
等

の
改
正
条
例
な
ど
に
つ
い
て
審
査

答
そ
こ
だ
け
を
除
外
す
る
の

は
難
し
い
。
建
物
の
建
設

に
つ
い
て
は
施
設
の
構
造
地
盤
の

高
さ
等
に
つ
い
て
、
安
全
上
の
対

策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
場
合
な
ど

は
、
許
可
は
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

■
議
案
第
83
号 

鹿
嶋
市
営
鹿
島

神
宮
駅
西
駐
車
場
の
指
定
管
理
者

の
指
定
に
つ
い
て

問
駐
車
台
数
の
激
減
に
対
す

る
補
填
額
は
。

答
令
和
２
年
度
が
５
４
３
万 

２
千
円
、
令
和
３
年
度
が

５
５
９
万
７
千
円
を
市
が
補
填
。

問
関
鉄
跡
地
の
新
設
駐
車
場

整
備
に
伴
う
影
響
は
。

答
新
た
な
駐
車
場
の
開
業
に

よ
る
影
響
は
、
ほ
と
ん
ど

な
い
と
考
え
て
い
る
。

　

採
決
の
結
果
、
全
て
の
議
案
に

つ
い
て
全
員
賛
成
で
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
で
あ
る
と
決
定

し
ま
し
た
。

都 市 経 済 委 員 会

文 教 厚 生 委 員 会
決算の

チェック
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Ｑ
ス
タ
ジ
ア
ム
移
転
問
題
に
つ

い
て

栗
林
鹿
嶋
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な

対
策
を
取
っ
て
い
く
予
定
か
。

A
課
題
の
整
理
、
解
決
策
を
模
索

し
て
い
く

政
策
企

画
部
長
ま
ず
は
、
本
市
に
整
備
さ
れ

る
こ
と
を
前
提
に
、
新
ス
タ

ジ
ア
ム
構
想
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
の
具
体
化
に
向
け
、県
、ア
ン
ト
ラ
ー

ズ
と
協
議
を
進
め
た
い
。
併
せ
て
、
庁

内
の
検
討
体
制
を
整
え
、
具
体
化
に
向

け
た
課
題
の
整
理
、
解
決
策
を
模
索
し

て
い
く
。
ま
た
、
特
に
ク
ラ
ブ
の
力
の

源
泉
は
、
地
元
の
フ
ァ
ン
の
熱
意
に
あ

ろ
う
か
と
考
え
て
い
る
た
め
、
地
元
の

方
々
が
試
合
観
戦
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

Ｑ
景
観
整
備
対
象
エ
リ
ア
拡
大

を栗
林
宮
中
地
区
桜
町
、
仲
町
、
角

内
区
通
り
も
石
畳
風
に
修
景

舗
装
す
る
と
の
こ
と
。
大
町
区
と
同
様

に
鹿
島
神
宮
周
辺
地
区
計
画
景
観
整

備
と
し
て
補
助
事
業
エ
リ
ア
を
拡
大
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
地
区
住
民
の
意
見
を
確
認
し
な

が
ら
協
議
、
検
討

都
市
整

備
部
長
対
象
エ
リ
ア
を
広
げ
る
こ
と

で
、
基
準
に
合
っ
た
景
観
整

備
に
補
助
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
が
、
エ
リ
ア
内
で
の
建
築
物
の
新
築

や
増
改
築
に
関
し
て
は
色
彩
や
外
観
、

使
用
材
料
の
指
定
、
建
築
物
の
用
途
や

高
さ
な
ど
制
限
が
か
か
る
こ
と
に
な
り
、

地
域
住
民
の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
負
担
も
少
な
か
ら
ず

あ
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
景
観
づ

く
り
は
、
地
域
住
民
と
連
携
し
て
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
な
視
点
と
な

る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
創
意
工
夫
に
よ

る
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
の
魅

力
づ
く
り
に
つ
な
が
る
ル
ー
ル
づ
く
り

な
ど
に
つ
い
て
、
今
後
も
地
区
住
民
の

方
々
の
御
意
見
を
確
認
し
な
が
ら
協
議
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
日
曜
保
育
の
可
能
性
は

栗
林
日
曜
保
育
に
つ
い
て
、
働
く

事
業
所
に
よ
っ
て
は
、
土
日

が
休
み
と
は
限
ら
な
い
。
働
き
手
に

と
っ
て
土
日
働
け
る
方
と
働
け
な
い
方

で
は
職
業
の
選
択
肢
に
違
い
が
生
じ
る
。

日
曜
保
育
実
施
の
可
能
性
は
。

A
本
市
に
合
っ
た
事
業
を
検
討

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

休
日
保
育
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
安
全
、
安
心

な
保
育
体
制
の
構
築
と
安
定
的
な
事
業

運
営
を
行
う
た
め
に
様
々
な
課
題
が
あ

る
が
、
特
に
医
療
、
福
祉
業
や
サ
ー
ビ

ス
業
従
事
者
に
お
い
て
預
か
り
を
希
望

さ
れ
る
方
は
増
え
る
こ
と
が
見
込
ま
れ

る
。休
日
保
育
に
つ
い
て
は
、保
育
ニ
ー

ズ
の
高
ま
り
等
を
適
切
に
把
握
し
な
が

ら
、
他
市
で
の
取
組
事
例
な
ど
の
情
報

収
集
に
努
め
、
本
市
に
合
っ
た
事
業
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

栗
くり

林
ばやし

  京
きょう

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
質
問
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Ｑ
鹿
島
港
洋
上
風
力
発
電
基
地

港
湾
に
つ
い
て

小
松
﨑
鹿
島
港
が
海
洋
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
発
電
設
備
等
拠
点

港
湾
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
市

に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
経
済
的
メ
リ
ッ

ト
を
考
え
て
い
る
の
か
。

A
地
元
産
業
へ
の
好
影
響
を
期
待

経
済
振

興
部
長
洋
上
風
力
発
電
事
業
は
、
海

底
地
盤
調
査
か
ら
設
計
、
調

達
、
建
設
、
そ
し
て
運
営
、
維
持
管
理
、

人
員
、
資
機
材
の
輸
送
、
そ
れ
ら
に
付

随
す
る
金
融
、
保
険
と
裾
野
が
広
い
産

業
で
あ
る
。
港
湾
利
用
の
増
加
や
港
湾

関
連
産
業
の
立
地
場
所
と
な
る
こ
と
に

よ
る
地
元
産
業
へ
の
好
影
響
が
期
待
さ

れ
て
い
る
が
、
経
済
効
果
と
し
て
は
未

知
数
な
と
こ
ろ
が
あ
る
。

小
松
﨑
海
外
の
事
例
を
活
用
し
、
今

か
ら
準
備
で
き
る
よ
う
企
業

へ
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
な
ど
地
域

振
興
の
在
り
方
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

Ｑ
基
地
港
湾
を
活
か
し
た
地
域

の
姿
は

小
松
﨑
市
と
し
て
基
地
港
湾
を
活
か

し
た
目
指
す
べ
き
地
域
の
姿

を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
。

A
洋
上
風
力
関
連
産
業
が
裾
野
広

く
立
地
す
る
総
合
拠
点
の
形
成

市
長
鹿
島
港
外
港
地
区
に
お
い
て

は
、
風
車
資
機
材
や
関
連

パ
ー
ツ
の
輸
入
拠
点
及
び
風
車
パ
ー
ツ

を
仮
組
み
立
て
し
て
海
上
輸
送
す
る
建

設
積
出
し
拠
点
、
地
元
企
業
の
参
入
や

風
車
メ
ー
カ
ー
等
の
関
連
産
業
と
の
新

規
立
地
に
よ
る
生
産
拠
点
に
加
え
、
洋

上
フ
ァ
ー
ム
の
運
営
、
維
持
管
理
を
行

う
Ｏ
＆
Ｍ
拠
点
な
ど
の
機
能
を
兼
ね
備

え
た
総
合
拠
点
の
形
成
を
目
指
す
。

小
松
﨑
国
、
県
と
連
携
し
、
企
業
が

進
出
し
や
す
い
環
境
の
整
備

を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化
の

取
組
み
は

小
松
﨑
近
年
、
ご
み
の
排
出
量
が
増

え
て
い
る
。
今
後
の
減
量
化
、

資
源
化
の
取
組
み
は
。
ま
た
、
集
団
回

収
の
運
営
が
人
材
的
に
も
効
果
的
に
も

難
し
く
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

今
後
の
集
団
回
収
の
方
向
性
は
。

A
新
年
度
か
ら
新
た
に
資
源
物
の

収
集
に
取
り
組
み
た
い

市
民
生

活
部
長
令
和
４
年
４
月
か
ら
１
７
４

９
か
所
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
お
い
て
、
新
た
に
資
源
物
の
収
集

に
取
り
組
み
た
い
。
集
団
回
収
に
つ
い

て
は
、
各
団
体
の
ご
意
見
を
聞
き
、
継

続
性
や
新
た
な
可
能
性
を
探
る
。

小
こ

松
まつ

﨑
ざき

  敏
とし

紀
のり

 議員
〔発言時間＝60分〕

【
こ
ん
な
質
問
も
あ
り
ま
し
た
】

質
環
境
サ
ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
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Ｑ
公
共
交
通
に
つ
い
て

小
池
主
に
デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク

シ
ー
に
つ
い
て
、
市
民
か
ら

様
々
な
要
望
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い

る
と
聞
く
。
土
日
の
運
行
希
望
や
Ｐ
Ｒ

の
不
足
な
ど
、
市
は
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

A
土
曜
・
日
曜
の
運
行
は
厳
し
い

政
策
企

画
部
長
運
行
日
の
拡
大
は
運
転
手
の

労
働
環
境
を
悪
化
さ
せ
る
お

そ
れ
も
あ
る
。
ま
た
、
運
転
手
と
同
様

に
予
約
受
付
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
勤
務

変
更
や
市
担
当
部
署
が
休
日
の
た
め

緊
急
対
応
が
で
き
な
い
な
ど
の
課
題
が

あ
り
、
現
状
で
は
土
・
日
曜
日
の
運
行

は
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
し
か
し
、
土

曜
日
、
祝
日
の
運
行
は
継
続
的
に
要
望

が
あ
る
事
項
で
あ
る
た
め
、
利
便
性
向

上
の
た
め
、
タ
ク
シ
ー
事
業
者
等
と
協

議
を
し
て
い
き
た
い
。
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て

は
、
地
域
活
動
の
拠
点
で
あ
る
公
民
館

で
の
利
用
者
登
録
受
付
は
Ｐ
Ｒ
効
果
が

あ
る
こ
と
や
、
各
公
民
館
が
既
に
停
留

所
に
登
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
考

え
る
と
、
利
便
性
の
向
上
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
る
。
登
録
料
金
の
預
か
り

な
ど
調
整
す
べ
き
点
は
あ
る
が
、
大
野

出
張
所
で
の
受
付
の
例
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
各
公
民
館
と
協
議
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
ご
み
処
理
費
の
有
料
化
は

小
池
ほ
か
の
自
治
体
で
は
既
に
実

施
さ
れ
て
い
る
ご
み
袋
の
値

上
げ
に
よ
る
ご
み
処
理
の
有
料
化
に
つ

い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

A
検
討
を
進
め
て
い
く

市
民
生

活
部
長
廃
棄
物
処
理
に
係
る
経
費
は

財
政
負
担
が
大
き
く
、
ご
み

の
資
源
化
、
減
量
化
は
取
り
組
む
べ
き

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
県
内
に
お
い
て
も
ご
み
の
有

料
化
が
実
施
さ
れ
て
い
る
自
治
体
が
あ

る
た
め
、
本
市
で
も
ご
み
の
有
料
化
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

Ｑ
敬
老
会
の
実
施
方
法
は

小
池
今
後
の
敬
老
会
の
実
施
方
法

に
つ
い
て
、
考
え
を
伺
う
。

A
令
和
５
年
度
以
降
は
節
目
年
齢

等
を
対
象
に
考
え
て
い
く

健
康
福

祉
部
長
会
場
の
収
容
人
員
の
限
界
や

担
い
手
の
不
足
な
ど
、
従
前

の
課
題
に
今
般
の
コ
ロ
ナ
禍
も
相
ま
っ

て
、
実
施
方
法
の
見
直
し
や
検
討
の
時

期
と
し
て
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

な
ど
、
各
方
面
か
ら
様
々
な
意
見
を
頂

戴
し
た
。
令
和
４
年
度
の
敬
老
会
事
業

は
、
77
歳
以
上
を
対
象
と
し
、
令
和
２

年
、
３
年
度
で
実
施
し
た
長
寿
祝
い
膳

応
援
事
業
の
形
式
と
同
様
に
、
１
人
当

た
り
２
０
０
０
円
の
食
事
券
を
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
令
和
５
年
度
以

降
に
つ
い
て
は
、
従
来
の
式
典
形
式
か

ら
、
市
民
に
定
着
し
つ
つ
あ
る
新
し
い

生
活
様
式
へ
の
転
換
の
時
期
と
捉
え
、

節
目
年
齢
等
を
対
象
と
し
、
高
齢
者
の

方
の
要
望
も
踏
ま
え
た
形
で
の
敬
老
会

に
し
て
い
き
た
い
。

小
こ

池
いけ

  みよ子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
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Ｑ
自
衛
隊
へ
18
歳
名
簿
の
提
出

を
続
け
る
の
か

川
井
市
民
の
行
動
、
思
想
信
条
な

ど
の
監
視
や
自
衛
隊
に
よ
る

武
力
行
使
が
、
法
改
定
さ
れ
た
こ
と
で

強
ま
っ
て
き
た
こ
と
に
危
機
感
を
感
じ

て
い
る
。
特
に
2
0
1
5
年
の
集
団
的

自
衛
権
で
敵
基
地
攻
撃
を
可
能
と
さ

れ
た
こ
と
は
、
憲
法
９
条
で
守
ら
れ
て

き
た
兵
器
の
使
用
、
威
嚇
な
ど
の
禁
止

を
覆
す
危
険
な
内
容
で
大
問
題
だ
と

感
じ
て
い
る
。
こ
の
指
摘
を
受
け
て
も
、

市
は
危
機
感
を
感
じ
ず
、
自
衛
隊
へ
18

歳
の
名
簿
を
提
出
す
る
の
か
。

A
慎
重
に
検
討
し
て
い
く

総
務部

長
本
対
応
に
つ
い
て
は
、
関
係

法
令
等
に
照
ら
し
合
わ
せ
、

適
切
な
情
報
提
供
で
あ
る
が
、
自
衛
隊

に
自
己
の
個
人
情
報
の
提
供
を
求
め
な

い
方
へ
の
配
慮
も
検
討
し
て
い
く
必
要

は
感
じ
て
い
る
。
他
自
治
体
に
お
い
て
、

申
請
手
続
を
す
る
こ
と
に
よ
り
自
衛
隊

へ
提
供
す
る
名
簿
か
ら
除
外
す
る
取
組

み
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ
る
。
本
市

に
お
い
て
も
慎
重
に
検
討
し
て
い
く
。

Ｑ
平
和
都
市
宣
言
の
看
板
設
置

に
つ
い
て 

川
井
平
和
を
脅
か
す
力
が
強
ま
っ

て
お
り
、
平
和
都
市
宣
言
の

看
板
は
単
な
る
看
板
で
は
な
く
、
鹿
嶋

市
の
平
和
に
対
す
る
姿
勢
で
も
あ
る
。

具
体
的
に
い
つ
ま
で
に
ど
こ
に
設
置
す

る
の
か
。

A
設
置
費
用
を
新
年
度
予
算
に
計

上
政
策
企

画
部
長
平
和
都
市
宣
言
に
係
る
看
板

に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
な

明
示
が
効
果
的
で
あ
る
か
を
含
め
、
設

置
場
所
や
設
置
方
法
等
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
る
。
設
置
に
関
す
る
費
用
は
、

新
年
度
予
算
に
計
上
し
て
い
き
た
い
。

Ｑ
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に

反
対
を

川
井
東
海
第
二
原
発
は
、
６
市
村

の
首
長
が
認
め
な
け
れ
ば
再

稼
働
は
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
避
難
計
画
が
整
わ
な
い
こ
と
で

再
稼
働
は
で
き
な
い
と
水
戸
地
裁
の
判

決
も
出
て
い
る
。
鹿
嶋
市
議
会
は
、
40

年
以
上
の
稼
働
の
延
長
に
つ
い
て
も
、

再
稼
働
に
つ
い
て
も
反
対
の
立
場
を
表

明
し
て
い
る
。
鹿
嶋
市
長
と
し
て
立
場

を
は
っ
き
り
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、

い
か
が
か
。

A
意
見
等
は
差
し
控
え
る

市
長
東
海
第
二
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
は
茨
城
県
や
周
辺
自

治
体
に
お
い
て
慎
重
に
進
め
ら
れ
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
廃
炉
に
つ
い
て

も
、
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
や
関
連
自

治
体
の
協
議
結
果
を
考
慮
し
た
上
で
判

断
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
た
め
、

今
の
時
点
で
の
私
個
人
の
意
見
等
は
差

し
控
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
。

川
かわ

井
い

  宏
ひろ

子
こ

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
全
校
全
教
室
に
加
湿
器
の
導

入
を

樋
口
全
校
全
教
室
に
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
予
防
の
た
め
に
加
湿
器

の
導
入
を
図
っ
て
は
い
か
が
か
。

A
学
校
と
協
議
を
し
な
が
ら
対
応

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

保
健
室
に
つ
い
て
は
全
て

の
学
校
に
設
置
し
て
お
り
、

特
別
支
援
学
級
を
含
む
普
通
教
室
に

は
約
９
割
が
設
置
し
て
い
る
。
校
長
会

等
に
て
市
内
小
中
学
校
の
設
置
状
況

を
説
明
し
、
学
校
と
協
議
を
し
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
。

Ｑ
避
難
支
援
者
の
賠
償
責
任
は

樋
口
避
難
支
援
者
が
要
支
援
者
に

け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
な
ど

の
賠
償
責
任
は
市
区
町
村
が
負
う
の
か
、

支
援
者
が
負
う
の
か
、
考
え
方
を
伺
う
。

A
現
状
何
ら
規
定
が
な
い

健
康
福

祉
部
長
避
難
支
援
者
が
他
人
に
損
害

を
与
え
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

何
ら
規
定
が
な
い
の
が
現
状
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
保
険
加
入
等
で
避
難
支
援

者
の
リ
ス
ク
軽
減
を
図
っ
て
い
る
自
治

体
も
あ
る
た
め
、
参
考
に
し
て
い
き
た

い
。

Ｑ
重※※

層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

に
つ
い
て

樋
口
市
町
村
の
任
意
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
重
層
的
支
援
体
制

整
備
事
業
へ
の
取
組
み
に
対
す
る
市
の

所
見
は
。

A
制
度
や
仕
組
み
の
問
題
点
を
捉

え
る
こ
と
が
重
要

健
康
福

祉
部
長
全
国
の
先
行
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
ま
ず
は
手
元
の

相
談
支
援
体
制
で
あ
る
庁
内
の
関
係

課
や
支
援
関
係
機
関
等
の
実
態
を
整

理
分
析
し
、
課
題
を
捉
え
る
こ
と
が
重

要
。
今
後
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
地
域

特
性
に
合
っ
た
相
談
支
援
、
参
加
支
援
、

地
域
づ
く
り
に
向
け
た
支
援
の
在
り
方

を
具
体
的
に
調
査
、
検
討
を
し
て
い
き

た
い
。

Ｑ
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
に
つ
い
て

樋
口
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
実
態
を

早
期
に
把
握
し
、
適
切
な
支

援
に
つ
な
が
る
た
め
の
取
組
み
が
急
務

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
と
今

後
の
支
援
に
つ
い
て
の
見
解
を
伺
う
。

A
関
係
機
関
と
連
携
し
支
援
を
強

化
健
康
福

祉
部
長
県
で
は
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支

援
条
例
の
制
定
の
動
き
が
あ

る
こ
と
か
ら
、
基
本
的
施
策
等
に
つ
い

て
も
情
報
収
集
等
に
努
め
、
教
育
委
員

会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機
関
と
連
携

を
強
化
し
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

樋
ひ

口
ぐち

  富
ふ

士
じ

男
お

 議員
〔発言時間＝60分〕

※
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
…
市
町
村
に
お
い
て
、

全
て
の
地
域
住
民
を
対
象
と
す
る
包
括
的
支
援
の

体
制
整
備
を
行
う
事
業
。
社
会
福
祉
法
に
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
る
。

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
公
共
施
設
の
再
利
用
方
針
は

舛
井
今
後
公
共
施
設
の
統
廃
合
を

行
う
場
合
、
当
初
の
目
的
を

終
え
た
施
設
の
再
利
用
方
針
は
。

A
集
約
化
・
複
合
化
・
転
用
の
い

ず
れ
か

政
策
企

画
部
長
考
え
方
と
し
て
３
つ
の
手
法

が
あ
る
。
１
つ
目
は
同
種
の

公
共
施
設
を
統
合
す
る
集
約
化
。
２
つ

目
は
異
な
る
種
類
の
公
共
施
設
を
統

合
す
る
複
合
化
。
３
つ
目
は
他
の
施
設

と
し
て
利
用
す
る
転
用
。
具
体
的
に
は
、

個
別
施
設
の
計
画
に
よ
り
総
合
的
に

判
断
し
た
上
で
、
い
ず
れ
か
を
選
択
す

る
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
の
他
、

利
用
見
込
み
の
な
い
施
設
に
つ
い
て
は
、

売
却
・
貸
付
も
考
え
ら
れ
る
。

Ｑ
廃
園
・
廃
校
の
利
活
用
は

舛
井
市
の
幼
稚
園
や
保
育
施
設
の

再
編
成
方
針
で
は
、
宮
下
、

佐
田
、
大
船
津
保
育
園
、
波
野
幼
稚
園

が
統
廃
合
に
よ
り
閉
園
す
る
こ
と
が
決

定
し
て
い
る
。
実
施
年
度
は
違
う
が
、

土
地
が
借
地
で
な
い
宮
下
保
育
園
と
佐

田
保
育
園
は
築
年
数
も
浅
く
、
建
物
寿

命
的
に
は
再
利
用
可
能
。
高
松
小
学
校

も
、
高
松
中
学
校
に
集
約
す
る
の
で
あ

れ
ば
、
利
活
用
に
つ
い
て
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
。

A
高
松
小
は
保
護
者
や
地
区
の
皆

様
に
意
見
を
い
た
だ
く

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

宮
下
保
育
園
と
佐
田
保
育

園
閉
園
後
は
、
教
育
委
員

会
と
し
て
は
継
続
し
て
利
活
用
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。
市
の
全
体
的
な

公
共
施
設
と
し
て
利
活
用
を
検
討
し
て

い
く
。ま
た
、高
松
小
学
校
は
、保
護
者

や
地
区
の
皆
様
の
意
見
を
い
た
だ
く
等
、

有
効
な
利
活
用
に
つ
い
て
協
議
す
る
。

舛
井
文
部
科
学
省
が
推
進
す
る

「
み
ん
な
の
廃
校
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
と
い
う
廃
園
や
廃
校
を
利
用
し

た
い
企
業
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る

取
組
み
も
あ
る
。
利
活
用
を
提
案
す
る

た
め
の
様
々
な
ツ
ー
ル
は
、
是
非
活
用

し
、
今
後
も
廃
止
す
る
側
の
利
活
用
も

同
時
進
行
で
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ｑ
可
燃
ご
み
中
継
施
設
に
つ
い

て舛
井
鹿
嶋
市
と
神
栖
市
に
そ
れ
ぞ

れ
造
ら
れ
る
中
継
施
設
の
建

設
事
業
費
用
や
事
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

A
鹿
嶋
１
施
設
分
で
約
25
億
円
の

見
込
み

市
民
生

活
部
長
令
和
６
年
４
月
の
新
可
燃
ご

み
処
理
施
設
の
稼
働
に
併
せ

て
中
継
施
設
も
稼
働
予
定
。
事
業
費
は

参
考
見
積
で
は
鹿
嶋
1
施
設
分
で
約
25

億
円
、
こ
の
う
ち
約
７
億
円
が
交
付
金

に
て
措
置
見
込
み
。
神
栖
市
に
つ
い
て

は
現
在
精
査
中
。

舛
井
今
ま
で
の
説
明
で
は
１
施
設

８
億
円
、
２
施
設
で
16
億
円

だ
っ
た
。
誤
差
範
囲
と
は
言
え
な
い
金

額
な
の
で
、
い
ま
一
度
精
査
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

舛
ます

井
い

　明
あきひろ

宏 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
道
路
整
備
に
つ
い
て

宇
田
市
道
の
実
延
長
と
市
道
補
修

費
や
市
道
白
線
整
備
、
歩
道

区
画
線
整
備
費
及
び
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

設
置
台
数
と
設
置
費
に
つ
い
て
、
項
目

ご
と
の
年
間
執
行
額
は
。

A
舗
装
率
は
71
％

都
市
整

備
部
長
令
和
２
年
３
月
末
時
点
の
市

道
実
延
長
は
約
９
１
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
、
市
道
認
定
路
線
数
３
１
５

５
路
線
、
舗
装
率
71
％
。
舗
装
化
さ
れ

た
道
路
延
長
は
６
４
９
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

で
あ
る
。
近
年
の
整
備
費
は
増
加
傾
向

で
あ
り
、
令
和
２
年
度
実
績
で
約
３
億

４
０
０
０
万
円
。
区
画
線
整
備
で
約
90

万
円
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
新
設
設
置
で

約
３
７
０
万
円
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
修
繕

で
約
６
７
０
万
円
。
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の

要
望
を
重
点
的
に
対
応
し
て
い
る
。

宇
田
近
年
で
は
自
動
車
に
車
線
逸

脱
検
知
も
搭
載
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
事
故
防
止
の
た
め
に
も
外

側
線
等
の
整
備
に
つ
い
て
は
一
定
程
度

の
予
算
を
投
入
し
整
備
を
お
願
い
し
た

い
。

Ｑ
中
期
的
な
道
路
路
面
整
備
・

修
繕
は

宇
田
予
防
保
全
も
含
め
た
中
期
的

な
道
路
路
面
整
備
、
修
繕
計

画
は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

A
３
つ
の
計
画
が
予
防
保
全
型

都
市
整

備
部
長
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
修
繕
計

画
、
横
断
歩
道
橋
長
寿
命
化

修
繕
計
画
、
舗
装
修
繕
計
画
の
３
つ
の

計
画
が
あ
り
、
予
防
保
全
型
の
修
繕
計

画
と
な
っ
て
い
る
。
予
算
の
平
準
化
や

縮
減
及
び
道
路
施
設
の
長
寿
命
化
を

図
り
な
が
ら
順
次
修
繕
を
行
っ
て
い
る
。

重
要
な
道
路
施
設
の
改
修
や
修
繕
に
つ

い
て
は
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
損
傷
の

大
き
い
施
設
か
ら
修
繕
を
実
施
。
生
活

道
路
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
要
望
等
で

対
応
を
行
う
事
後
保
全
型
で
の
対
応
を

図
っ
て
い
る
。

宇
田
生
活
道
路
の
亀
裂
損
傷
や
路

面
陥
没
に
起
因
し
た
物
損
事

故
も
散
見
さ
れ
る
。
予
防
保
全
を
含
め

た
道
路
整
備
計
画
を
策
定
し
て
い
た
だ

い
た
上
で
、
費
用
の
平
準
化
を
図
り
な

が
ら
実
施
を
お
願
い
す
る
。

Ｑ
Ｌ
Ｅ
Ｄ
街
路
灯
・
防
犯
灯
を

増
設
し
て
は

宇
田
街
路
灯
と
防
犯
灯
を
兼
ね
た

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
を
増
設
し
、
視

認
性
を
上
げ
る
こ
と
で
交
通
事
故
防
止

に
つ
な
が
る
対
策
を
図
る
べ
き
で
は
。

A
よ
り
効
果
的
な
配
置
を
検
討

都
市
整

備
部
長
照
明
に
よ
る
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て
は
効
果
的
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
が
、
設
置
費
用
に
加

え
、
将
来
に
お
け
る
電
気
料
、
維
持
管

理
な
ど
の
コ
ス
ト
も
発
生
す
る
こ
と
や
、

設
置
場
所
に
よ
っ
て
は
明
る
さ
に
よ
る

弊
害
も
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り
効

果
的
な
配
置
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

宇
う

田
だ

  一
かず

男
お

 議員
〔発言時間＝45分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。
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Ｑ
ス
タ
ジ
ア
ム
に
係
る
経
費
は

河
津
ス
タ
ジ
ア
ム
に
は
ど
れ
ほ
ど

の
経
費
が
掛
か
っ
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
毎
年
多
額
の
予
算
が
必
要

な
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

A
老
朽
化
修
繕
、
塩
害
対
策

政
策
企

画
部
長
指
定
管
理
料
は
、
令
和
元
年

度
は
５
８
０
０
万
円
。
令
和

２
年
度
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い
。
県
の

資
料
に
よ
る
と
、
指
定
管
理
者
の
裁
量

権
の
拡
大
を
図
る
と
い
う
実
証
実
験

を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
部
を
運
営
費

に
振
り
替
え
て
い
る
。
工
事
費
等
は
、

令
和
２
年
度
８
億
２
６
０
０
万
円
。
運

営
経
費
は
、
令
和
２
年
度
８
億
１
０
０

０
万
円
。
老
朽
化
の
修
繕
、
塩
害
対
策

に
多
く
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
る
。

河
津
令
和
２
年
度
、
お
金
を
渡
す

の
で
ク
ラ
ブ
側
で
工
事
を

や
っ
て
く
だ
さ
い
と
い
う
契
約
に
な
っ

て
い
る
。
工
事
費
を
県
が
し
っ
か
り
と

管
理
が
で
き
れ
ば
金
額
を
下
げ
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
。

Ｑ
市
内
の
候
補
地
は

河
津
新
た
な
ス
タ
ジ
ア
ム
の
候
補

地
は
あ
る
の
か
。

A
現
在
の
場
所

政
策
企

画
部
長
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
さ
れ
て
い

な
い
場
所
に
建
設
す
る
と
な

れ
ば
、
莫
大
な
予
算
と
調
整
、
工
事
に

時
間
を
要
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
、

直
結
す
る
駅
が
あ
る
こ
と
、
液
状
化
、

津
波
、
河
川
の
氾
濫
な
ど
自
然
災
害
の

リ
ス
ク
が
低
い
こ
と
、
地
盤
が
堅
固
な

高
台
に
立
地
し
て
い
る
こ
と
等
は
近
隣

に
は
な
い
条
件
で
あ
り
、
現
在
の
ホ
ー

ム
タ
ウ
ン
内
に
建
設
し
よ
う
と
し
た
場

合
、
本
市
が
最
も
有
利
な
条
件
を
備
え

て
い
る
。

Ｑ
移
転
の
影
響
は

河
津
新
ス
タ
ジ
ア
ム
と
ク
ラ
ブ
ハ

ウ
ス
が
市
外
に
移
転
す
る
こ

と
に
な
っ
た
場
合
、
影
響
は
ど
の
よ
う

な
も
の
に
な
る
の
か
。

A
市
民
の
心
情
的
喪
失
感
は
深
刻

政
策
企

画
部
長
１
つ
目
は
40
万
人
強
の
観
戦

者
が
来
な
く
な
る
こ
と
に
よ

る
地
域
経
済
、
賑
わ
い
の
観
点
か
ら
の

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
。
２
つ
目
は
ク
ラ
ブ

の
企
業
活
動
に
伴
う
税
収
の
減
少
。
３

点
目
は
市
民
の
心
情
的
な
喪
失
感
。

Ｑ
今
後
の
対
策
は

河
津
今
後
市
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
取
っ
て
い
く
の
か
。

A
関
係
各
所
と
協
議
・
検
討

政
策
企

画
部
長
新
ス
タ
ジ
ア
ム
が
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
各
市
、
ク
ラ
ブ
、
県
全

体
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
も
の
と
な
る
よ

う
、
新
ス
タ
ジ
ア
ム
構
想
及
び
ス
タ
ジ

ア
ム
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
具

現
化
に
向
け
、
関
係
各
所
と
協
議
検
討

を
進
め
て
い
き
た
い
。

河
かわ

津
つ

  　亨
とおる

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
後
遺

症
に
つ
い
て

菅
谷
市
内
の
感
染
者
も
5
0
0
人

を
超
え
た
。
感
染
か
ら
半
年

経
過
後
も
４
人
に
１
人
が
何
ら
か
の
症

状
が
残
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、

行
政
と
し
て
そ
の
実
態
を
ど
の
よ
う
に

把
握
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

A
県
と
医
師
会
の
調
整
の
推
移
を

見
守
る

感
染
症
対
策

担
当
参
事

本
市
で
も
こ
れ
ま
で
に
コ

ロ
ナ
感
染
後
の
症
状
に
つ

い
て
、
治
療
で
き
る
医
療
機
関
を
紹
介

し
て
ほ
し
い
と
の
相
談
を
受
け
た
経
緯

が
あ
る
が
、
県
で
は
現
在
、
特
化
し
た

相
談
窓
口
の
設
置
に
は
至
っ
て
お
ら
ず
、

受
診
相
談
セ
ン
タ
ー
や
各
保
健
所
に
お

い
て
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
す
る
全
般

的
な
相
談
に
対
応
し
て
い
る
と
の
こ
と
。

県
で
独
自
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
結
果
を
受
け
、
医
師
会
等
と
調
整
を

行
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、
推
移

を
見
守
っ
て
い
き
た
い
。

Ｑ
難
病
指
定
や
生
活
支
援
制
度

の
検
討
は

菅
谷
コ
ロ
ナ
の
後
遺
症
と
し
て
、

『
筋
痛
性
脳
脊
髄
炎
・
慢
性

疲
労
症
候
群
（
M
E
・
C
F
S
）』
と

い
う
病
気
が
増
え
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
病
気
を
発
症
さ

れ
た
方
か
ら
の
相
談
に
よ
る
と
、
医
療

費
も
負
担
が
多
い
、
障
害
年
金
を
申
請

し
た
い
が
認
定
基
準
の
ハ
ー
ド
ル
が
高

い
と
の
こ
と
。
難
病
指
定
は
厚
生
労
働

省
の
業
務
で
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
後
遺

症
と
し
て
増
加
す
る
危
険
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
難
病
指
定
を
進
め
る
よ
う
国
に

働
き
か
け
る
こ
と
や
、
実
態
に
即
し
た

生
活
支
援
制
度
の
検
討
を
お
願
い
す
る
。

A
国
の
動
向
を
注
視
し
た
い

感
染
症
対
策

担
当
参
事

Ｍ
Ｅ
・
Ｃ
Ｆ
Ｓ
は
、
世
界

的
に
も
い
ま
だ
明
確
な
病

気
の
原
因
、
病
態
が
解
明
で
き
て
い
な

い
状
況
。
市
と
し
て
は
、
当
該
疾
病
が

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
起
因
す
る
も
の

か
ど
う
か
と
い
う
判
断
も
含
め
、
難
病

指
定
に
つ
い
て
も
国
会
で
の
請
願
後
の

動
き
を
確
認
し
な
が
ら
、
そ
の
動
向
を

注
視
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
洋
上
風
力
発
電
の
基
地
港
に

つ
い
て

菅
谷
工
業
地
帯
全
体
の
今
後
を
左

右
す
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
洋
上
風
力
と
い
う
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
、新
た
な
産
業・

新
た
な
企
業
を
立
地
さ
せ
る
事
業
で
あ

る
と
言
え
る
。
基
地
港
湾
と
な
っ
た
鹿

島
港
一
帯
を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
展

望
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

A
産
業
構
造
を
抜
本
的
に
転
換 

市
長
鹿
島
港
Ｃ※※

Ｎ
Ｐ
形
成
計
画
作

成
を
契
機
に
、
立
地
企
業
が

誇
る
最
高
峰
の
技
術
力
を
持
っ
て
鹿
島

港
全
体
の
産
業
構
造
を
抜
本
的
に
転
換

し
、
次
な
る
大
き
な
成
長
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
。

菅
すが

谷
や

 　毅
つよし

 議員
〔発言時間＝45分〕
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の大量輸入や貯蔵・利活用等、脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化や臨海部産業の集積等を通じて
温室効果ガスの排出を全体としてゼロにするもの。
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Ｑ
選
挙
の
投
票
締
め
切
り
時
間

繰
り
上
げ
に
つ
い
て

立
原
本
市
の
投
票
締
切
り
時
間
は

午
後
６
時
と
い
う
状
況
で
あ

る
。
本
来
午
後
８
時
ま
で
の
投
票
時
間

だ
が
、
茨
城
の
44
市
町
村
の
う
ち
34
市

町
村
が
午
後
６
時
と
２
時
間
も
繰
り

上
げ
て
お
り
、
よ
く
考
え
る
と
大
変
な

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ

う
な
見
解
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

A
投
票
に
支
障
は
来
さ
な
い

選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長

公
職
選
挙
法
に
よ
り
、
選

挙
管
理
委
員
会
は
、
選
挙

人
の
投
票
に
支
障
を
来
さ
な
い
と
認
め

る
場
合
に
お
い
て
、
投
票
所
閉
鎖
時
刻

を
午
後
８
時
か
ら
４
時
間
以
内
の
範

囲
内
に
お
い
て
繰
り
上
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
期
日
前
投
票
に

よ
る
投
票
者
数
が
伸
び
、
投
票
日
当
日

の
夜
遅
い
時
間
帯
に
投
票
に
来
る
人
が

少
な
く
、
閉
鎖
時
刻
を
繰
り
上
げ
て
も

支
障
を
来
さ
な
い
と
判
断
し
た
。

立
原
投
票
機
会
の
拡
大
こ
そ
が
本

来
あ
る
べ
き
方
向
で
は
な
い

か
。
再
考
す
る
考
え
は
な
い
の
か
ど
う

か
伺
う
。

選
挙
管
理
委

員
会
書
記
長

期
日
前
投
票
制
度
に
よ
り

告
示
日
翌
日
か
ら
投
票
日

前
日
の
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
８

時
ま
で
投
票
が
可
能
と
な
っ
た
。
期
日

前
投
票
所
を
市
役
所
と
出
張
所
に
加

え
、
国
・
県
の
選
挙
に
お
い
て
は
、

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
２
日
間
臨

時
開
設
し
て
お
り
、
投
票
の
機
会
は
十

分
に
確
保
で
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
ワ
ク
チ
ン
の
３
回
目
の
接
種

対
策
の
状
況
は

立
原
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
に
つ
い
て
、
フ
ァ
イ

ザ
ー
、
モ
デ
ル
ナ
の
ワ
ク
チ
ン
を
３
回

目
の
接
種
と
し
て
ま
た
打
つ
と
い
う
話

に
な
っ
て
い
る
が
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が

出
て
き
て
し
ま
っ
た
。
３
回
目
の
接
種

対
策
が
ど
う
い
っ
た
状
況
に
な
っ
て
い

る
の
か
伺
う
。

A
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
を
含

め
、
早
急
に
調
整
す
る

健
康
福

祉
部
長
３
回
目
接
種
の
間
隔
等
に
つ

い
て
は
、
国
に
お
い
て
科
学

的
知
見
や
諸
外
国
の
対
応
状
況
等
を
踏

ま
え
、
２
回
目
接
種
完
了
後
８
か
月
以

上
が
経
過
し
た
18
歳
以
上
の
方
と
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
接

種
券
や
接
種
枠
の
確
保
等
準
備
を
進
め

て
き
た
。
し
か
し
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の

世
界
的
な
広
が
り
に
よ
り
、
８
か
月
を

待
た
ず
に
で
き
る
限
り
前
倒
し
す
る
と

の
方
針
が
示
さ
れ
た
。
近
日
中
に
国
か

ら
詳
細
が
示
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、

本
市
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
見
直
し
等
も

含
め
、
鹿
島
医
師
会
等
の
関
係
機
関
と

早
急
に
調
整
を
し
、
体
制
の
確
保
に
努

め
て
い
き
た
い
。

立
たち

原
はら

  弘
ひろ

一
いち

 議員
〔発言時間＝60分〕
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Ｑ
歴
史
資
料
館
に
つ
い
て

佐
藤
こ
れ
ま
で
の
説
明
の
中
で
、

歴
史
資
料
館
に
つ
い
て
は
、

古
い
建
物
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ

と
で
大
き
く
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が

で
き
た
よ
う
な
話
を
さ
れ
て
い
た
。
歴

史
資
料
館
事
業
が
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で

は
な
く
新
築
に
な
る
の
で
あ
れ
ば
、
計

画
の
方
針
と
も
違
い
が
出
て
き
て
し
ま

う
。
こ
こ
に
き
て
違
う
話
が
出
て
き
て

い
る
よ
う
だ
が
、
歴
史
資
料
館
を
新
築

す
る
可
能
性
が
あ
る
の
か
伺
う
。

A
新
築
も
選
択
肢
の
一
つ

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

現
在
県
指
導
の
も
と
、
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
た

め
の
問
題
解
決
手
法
に
つ
い
て
協
議
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
の

進
め
方
と
し
て
、
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に

お
い
て
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
困
難

な
場
合
、
あ
る
い
は
膨
大
な
コ
ス
ト
が

か
か
る
等
の
場
合
は
、
選
択
肢
の
一
つ

と
し
て
、
新
築
に
つ
い
て
も
検
討
せ
ざ

る
を
得
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
莫
大
な
事
業
費
が
か
か
る
と

言
え
ば
、
結
婚
式
場
の
跡
地

を
使
う
か
ら
こ
れ
だ
け
予
算
を
下
げ
ら

れ
た
と
し
て
い
た
が
、
次
か
ら
次
に
事

業
の
や
り
方
を
変
え
て
い
く
。
最
初
は

関
鉄
跡
地
で
建
て
る
と
言
っ
て
い
な
が

ら
、
そ
の
後
違
う
場
所
に
建
て
る
こ
と

と
な
っ
た
。
そ
の
場
所
も
結
局
駄
目
に

な
っ
た
ら
、
今
度
は
今
の
結
婚
式
場
。

私
た
ち
は
そ
の
都
度
そ
の
都
度
、
慎
重

な
計
画
、
ま
た
は
お
金
の
か
か
ら
な
い

既
存
の
公
共
施
設
の
活
用
な
ど
を
申
し

上
げ
て
き
た
。
今
ま
で
の
計
画
と
は
何

だ
っ
た
の
か
。
新
築
の
判
断
は
調
査
結

果
次
第
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
結
果
は

い
つ
出
る
の
か
。
新
築
す
る
場
合
の
建

設
費
は
幾
ら
か
か
る
の
か
。

教
育
委
員
会

事
務
局
部
長

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
新

年
度
予
算
ま
で
に
は
何
か

し
ら
の
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
県
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。
問
題
解
決
に
向
け

て
協
議
、
調
査
を
行
っ
て
い
る
段
階
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
現
時
点
で
は
新
築
に

よ
る
建
設
費
用
を
算
出
す
る
ま
で
に

至
っ
て
い
な
い
。

Ｑ
市
営
駅
西
駐
車
場
へ
の
影
響

は佐
藤
鹿
島
神
宮
駅
前
の
駐
車
場
は

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

方
々
が
管
理
し
て
い
る
が
、
今
整
備
し

て
い
る
駐
車
場
を
平
日
無
料
に
す
る
こ

と
で
影
響
が
出
る
の
で
は
。
結
果
的
に

駅
西
駐
車
場
も
平
日
無
料
に
す
る
し
か

な
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
。

A
良
い
影
響
、
悪
い
影
響
ど
ち
ら

も
あ
り
得
る

政
策
企

画
部
長
良
い
影
響
、
悪
い
影
響
を
含

め
て
、
こ
れ
は
ど
ち
ら
の
可

能
性
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

佐
藤
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
を
無
料

化
に
す
る
と
、
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
に
出
し
て
い
る
駅
西
駐
車

場
の
仕
事
が
減
る
と
い
う
こ
と
を
指
摘

し
て
お
く
。

佐
さ と う

藤  信
のぶなり

成  議員
〔発言時間＝60分〕

　一般質問は、私たちの生活に
かかわりの深い事柄について質問
するものです。
　掲載した内容の詳細は、鹿嶋市議会の
ホームページにある「議会録画配信」を
ご利用ください。

このＱＲコードまたは各議員の顔写真下のＱＲコード
から一般質問の映像がご覧いただけます。

一 般 　 問質質質
PAGE10

質
問
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Ｑ
錦
織
市
政
の
成
果
は

飯
塚
市
長
の
任
期
も
残
す
と
こ
ろ

５
か
月
足
ら
ず
と
な
っ
た
。

そ
の
成
果
に
つ
い
て
伺
う
。

A
５
つ
の
鹿
嶋
力
で
施
策
を
展
開

市
長
市
民
の
生
命
と
財
産
、
安
全

を
守
り
、
市
政
の
発
展
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
を
常
に
考
え
、
５
つ

の
鹿
嶋
力
を
切
り
口
に
政
策
を
打
ち

出
し
、
様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
き
た
。

教
育
力
と
し
て
は
、
小
中
学
校
の
普
通

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
、
全
児
童
生

徒
の
机
・
椅
子
の
更
新
、
い
き
い
き
ゆ

め
プ
ー
ル
や
教
育
セ
ン
タ
ー
の
整
備
な

ど
。
福
祉
力
に
つ
い
て
は
子
宝
手
当
給

付
、
18
歳
ま
で
の
医
療
費
助
成
、
予
防

接
種
対
象
拡
充
や
三
次
救
急
病
院
の

要
望
活
動
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ

ク
シ
ー
の
運
行
な
ど
。
市
民
力
と
し
て

は
、
市
内
全
行
政
区
で
の
車
座
懇
談
会
、

市
民
活
動
支
援
課
の
新
設
、
各
公
民
館

へ
の
地
域
活
動
支
援
員
の
配
置
な
ど
。

地
域
活
力
に
つ
い
て
は
、
大
野
地
区
を

中
心
と
し
た
雨
水
排
水
整
備
や
市
内
防

犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、市
内
の
道
路・ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
、
令
和
６
年
度
稼
働

に
向
け
鹿
島
地
方
事
務
組
合
に
よ
り
整

備
を
進
め
て
い
る
新
可
燃
ご
み
処
理
施

設
な
ど
。
未
来
創
造
力
に
つ
い
て
は
、

ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
Ｄ
Ｍ
Ｏ

設
立
、
鹿
島
神
宮
駅
前
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

や
歴
史
資
料
館
・
子
育
て
支
援
施
設
の

建
設
、
ま
ち
づ
く
り
会
社
の
設
立
な
ど
。

さ
ら
に
鹿
島
港
が
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
発
電
設
備
拠
点
港
湾
の
指
定
を

受
け
た
こ
と
に
伴
い
洋
上
風
力
発
電
基

地
拠
点
推
進
室
を
新
設
し
た
。

Ｑ
３
市
合
併
の
考
え
は 

飯
塚
こ
れ
ま
で
の
経
緯
や
市
民
の

生
活
圏
な
ど
を
考
慮
し
、
鹿

嶋
、
神
栖
、
潮
来
の
３
市
の
合
併
に
つ

い
て
、
市
長
の
考
え
を
伺
う
。

A
合
併
が
自
然
な
流
れ

市
長
神
栖
市
と
は
、
鹿
島
開
発
の

経
緯
も
踏
ま
え
、
将
来
の
発

展
を
考
え
る
と
合
併
が
自
然
な
流
れ
。

潮
来
市
に
つ
い
て
は
、
本
市
、
神
栖
市

と
の
生
活
圏
を
同
一
に
し
、
様
々
な
事

業
を
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
き
た

経
緯
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
鹿
嶋
・
神
栖

と
の
合
併
の
議
論
の
中
で
、
共
に
検
討

し
て
は
ど
う
か
と
考
え
て
い
る
。

Ｑ
市
長
３
期
目
に
挑
戦
し
て
は

飯
塚
市
長
の
最
大
の
使
命
は
、
市

民
の
生
命
、
財
産
を
守
る
こ

と
だ
と
考
え
る
。
引
き
続
き
挑
戦
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
が
、
い
か
が
か
。

A
後
進
に
道
を
譲
る

市
長
総
合
的
に
判
断
を
し
て
、
力

が
あ
る
若
い
人
に
鹿
嶋
を
託

す
こ
と
が
大
事
な
の
で
は
な
い
か
と
考

え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
の
ほ
う
で
も

デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て
い
る
。
鹿
嶋
の

将
来
の
夢
を
描
け
る
分
野
に
も
精
通
し

て
い
る
人
で
な
く
て
は
と
思
っ
て
お
り
、

後
進
に
道
を
譲
る
と
い
う
決
断
を
し
た
。

飯
いいつか

塚  俊
と し お

雄 議員
〔発言時間＝60分〕
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意見書
18歳以下への10万円給付は、現金
で年内に一括支給が可能になること
を求める意見書

【意見書の提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、財務大臣

　政府において18歳以下の子どもへの支援策として10万円相当の現金とクーポン券が配布され
ることが決まっている。報道によると、クーポン券の発行にかかる事務費が967億円もかかると
されている。それだけでなく、年度末にクーポン発行作業に携わる自治体職員、クーポンを扱
う商業関係者の負担は、はかりしれない。よって、どの自治体でも特別な制限を設けずに、現
金で10万円を支払うことを可能とするよう求める。また、支給時期についても、年度末に２回
に分けて５万円ずつ支給するのではなく、一括で支払うことができれば、現在生活に困窮して
いる世帯においても助かるし、支給にかかる事務作業も軽減される。よって、今般国会で審議
されている18歳以下の子どもに年内に支給される５万円と、来年３月を目途に支給されるクー
ポン券５万円分については、自治体の裁量で年内に現金で10万円を支給することを可能とする
よう求めるものである。具体的には、以下の項目について求めるものとする。

記

１．自治体の裁量で、全額現金で支給することを可能とすること。
２．自治体の裁量で年内に現金10万円を支給することを可能とすること。
３．政府の責任において、時節を鑑み、すみやかに議論し善後策を講じること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

12月９日  
国に意見書を提出しました

政府は方針を転換し、年内に 10 万円の一括給付が可能となる
指針を自治体に通知。市は年内に現金 10 万円を一括給付へ。12月15 日

意
見
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　意見書
原油価格高騰に苦しむ事業者へ、工
事請負契約書第25条第５項の運用
について配慮を求める意見書
　【意見書の提出先】衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、国土交通大臣、茨城県知事

　昨今の原油価格の高騰により、ガソリン価格のみならず、生活に密着したあらゆる物価が上
昇し、市民の生活へ大きな影響が出始めています。
　とりわけ、コロナ禍の影響を受けて厳しい状況にある事業者は、燃料や原材料価格のコスト
上昇分を十分価格に転嫁できず、一段と経営の厳しさが増しています。
　工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）では、特別な要因により工期内に工事材
料の価格に著しい変動が生じた場合、発注者又は受注者は、請負代金額の変更を請求すること
ができるとされています。
　しかしながら、事業者の立場からすれば、これらの条項が適応されるのか不安に思いつつも、
自らは申し出にくい状況であります。
　よって、国及び県におかれましては、原油価格の高騰による事業者の不安が払拭されるよう、
下記の措置を講ずるよう強く要望します。

記

１　工事請負契約書第25条第５項（単品スライド条項）の運用について、コロナ禍であること
を踏まえ、発注者側が十分な配慮をするよう対策を講ずること。また、工事以外の契約に
おいても、可能な限り発注者側が工事に準じた運用を行い、同様に十分な配慮をするよう
対策を講ずること。

２　国及び県の補助事業についても、受注事業者に対し同様の配慮がなされるよう対策を講ず
ること。

以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。

12月16日  
国・県に意見書を提出しました
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樋
口
富
士
男

　
今
回
の
特
集
は
輝
く
女
性
を
テ
ー
マ
に

エ
フ
エ
ム
か
し
ま
さ
ん
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
明
る
く
笑
顔
が
輝
い
て
い
る
職

場
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
災
害
時

の
放
送
体
制
な
ど
公
共
の
電
波
を
担
っ
て

い
る
使
命
感
と
誇
り
を
持
っ
て
仕
事
を
し

て
い
る
様
子
が
取
材
中
に
グ
ン
グ
ン
と
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
議
会
も
議
会

中
継
な
ど
い
ろ
い
ろ
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
す
が
、
鹿
嶋
の
未
来
へ
の
展
望
を
共
有

し
な
が
ら
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
自
治
体

を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記

◆
広
報
広
聴
委
員
会

委
員
長　
　

小
松
﨑　

敏　

紀

副
委
員
長　
　

樋　

口　

富
士
男

委　
　

員　
　

小　

池　

み
よ
子

委　
　

員　
　

宇　

田　

一　

男

委　
　

員　
　

笹　

沼　

康　

弘

委　
　

員　
　

舛　

井　

明　

宏

２月24日（木）次回定例会は
２/ 24（木）本会議：開会
３/　2（水）
3（木）・4（金）

本会議：一般質問
　※４日は予備日 

7（月）本会議：質疑、委員会付託、予算決算常任委員会
8（火）予算決算常任委員会

9（水）・10（木）
11（金） 予算決算常任委員会分科会

14（月）常任委員会
17（木）予算決算常任委員会
22（火）本会議：委員長報告、討論、採決、閉会

※変更の場合があります。詳細はＨＰでお知らせします。
　https://www.city.kashima.ibaraki.jp/site/19gikai/3297.html

　
　─鹿嶋っ子の夢、　応援しています─

きかせて！あなたの夢

み
ん
な
の
た
め
に

働
く
看
護
師
に　　

　
将
来
の
夢
は
、
看
護
師

で
す
。
き
っ
か
け
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
患
者
さ
ん
に
対
応
し

て
い
る
姿
、
み
ん
な
の
た

め
に
働
い
て
い
る
姿
を
テ

レ
ビ
で
観
て
感
動
し
た
た

め
で
す
。
両
親
に
も
相
談

を
し
て
、
大
学
も
あ
る
け

ど
専
門
学
校
も
い
い
な
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
中
学
校
で
の
職
場
体

験
も
良
い
経
験
に
な
っ
て

い
ま
す
。
食
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
と
し
て
お
店
の
方
と
メ

ニ
ュ
ー
開
発
を
し
た
中
で
、

人
と
の
関
わ
り
方
を
学
び
、

「
伝
え
る
」
と
「
伝
わ
る
」

が
実
際
に
は
違
う
こ
と
を

体
験
で
き
た
こ
と
は
、
将

来
看
護
師
に
な
っ
た
と
き

に
も
役
に
立
ち
そ
う
だ
な

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
鹿
嶋
市
の
良
い
と
こ

ろ
は
、
全
校
応
援
で
ア
ン

ト
ラ
ー
ズ
の
試
合
に
連
れ

て
い
っ
て
も
ら
え
る
こ
と

で
、
凄
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
た
だ
公
園
な
ど
公
共

の
場
に
ご
み
が
落
ち
て
い

る
こ
と
も
多
々
あ
る
の
で
、

ご
み
箱
を
増
や
し
て
ほ
し

い
と
友
達
と
も
話
し
て
い

ま
す
。

学
校
で
も
リ
ー
ダ
ー
タ
イ

プ
の
絵
玲
菜
さ
ん
、
将
来

看
護
師
は
も
ち
ろ
ん
で
す

が
、
地
域
の
人
と
人
と
を

つ
な
ぐ
存
在
に
も
な
っ
て

ほ
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

（
笹
沼
・
舛
井
） 食プロジェクトのリーフレットを持つ今泉さん

　
鹿
島
中
学
校
２
年
生

鹿
島
中
学
校
２
年
生

今今い
ま
い
ず
み

い
ま
い
ず
み

泉泉　　

絵絵え

れ

な

え

れ

な
玲
菜
玲
菜
さ
ん
さ
ん

議 会 Ｔ ＣＯ Ｐ Ｉ Ｓ
Zoomを利用した
全員協議会を開催！

　執行部の協力を得た上で、全員協議会（議案内
示会）を、市役所内の２
部屋に分かれ、Zoomを
用いて開催しました。現
地に赴く形でなく、オン
ラインでの視察研修会の
イメージとしても参考に
なりました。モニターに映る執行部の

説明を聞く議員の様子

11/24 鹿嶋市議会業務継続計画
（ＢＣＰ）を策定しました！
　大規模災害時や感染症・伝染病の大流行時において
も、議事・議決機関、住民代表機関としての議会の役割
が迅速かつ適切に機能維持されるよう、議会・議員の行
動指針や災害時等の体制・行動基準を明確化した鹿嶋
市議会業務継続計画（ＢＣＰ）を策定しました。非常時
においても、ＢＣＰに則り予算案や議案の審査を慎重に
行いながら議会運営を進めてまいります。

開会予定です

次号の｢とびら｣は令和４年５月１日発行予定です


